
中
國
印
度
問
の
佛
教
徒

の
交
涌
路

幅

原

亮

嚴

秦
景
憲
は
前
漢
哀
帝
若
く
は
後
漢
明
帝
頃
か
の
人
と
言
は
れ
、
佛
経
讃
調
最

初
の
人
と
傳
読
さ
れ
、
楚
王
英
は
後
漢
光
武
帝
の
子
で
、
佛
を
祀
つ
た
始
め
の

人
、
嚴
佛
調
は
南
北
朝

(宋
)
の
人
で

佛
経
を
最
初
謬
し
た
入
、
窄
融
は
後

漢
鰍
帝
頃
に
出
た
中
國
人
建
塔
造
像
最
初
の
人
、
朱
士
行
は
三
國
時
代
魏
に
出

て
、
中
國
入
中
最
初
に
出
家
し
、
又
講
輕
し
た
と
傳
へ
ら
れ
る
。
中
國
佛
教
の

初
期
輸
入
時
代
に
は
、
恐
ら
く
此
等
の
人
々
が
夫
々
輩
出
し
活
躍
し
た
が
、
其

後
、
引
綾
き
唐
末
迄
は
終
始

(多
少
の
清
長
は
あ
つ
た
が
)
中
國
印
度
間
に
佛

教
徒
多
教
が
往
來
し
た
。
唐
よ
り
後
に
は
、
彼
此
の
交
通
が
あ
ま
り
記
録
さ
れ

な
い
。
今
我
々
は
佛
教
初
傳
以
來
、
唐
よ
り
後
の
若
干
の
時
期
迄
に
か
け
て
、

中
國
よ
り
印
度
西
域

へ
、
印
度
西
域
よ
り
中
國
へ
、
如
何
や
う
に
佛
教
徒
が
動

き
、
又
如
何
な
る
交
通
路
を
辿
つ
た
か
を
槍
討
し
た
い
。
我
々
は
中
國
印
度
間

を
族
行
し
た
佛
教
檜
を
左
の
二
襯
瀦
よ
り
戴
に
調
査
を
試
み
た
。
先
づ
中
國
僧

で
、
西
行
求
法
し
た
者
は
、
第
三
世
紀
の
朱
士
行
以
來
、
第
十
世
紀
末
の
纏
業

ま
で
、
僧
名
の
知
り
得
る
者
百
七
名
を
籔
へ
る
。
そ
れ
と
は
逆
に
、
西
域
印
度

方
面
よ
り
中
國
に
來
た
諸
外
風
僧
で
、
麟
謬
に
從
事
し
た
と
せ
ら
れ
る
第

一
世

紀
出
世
の
安
世
高
以
來
、
謙
経
從
事
者
は
、
第
十
四
世
紀
迄
に
二
百
有
飴
名
を

藪
へ
得
る
。
僧
名
の
知
り
得
な

い
西
行
求
法
僧
に
は
、
康
法
朗
の
同
行
者
三

名
、
智
猛
の
同
行
十
三
名
、
曇
學
等
の
同
行
者
六
名
、
曇
無
端
の
同
行
者
二
十

三
名
、
蜜
逞
の
同
行
者
二
名
、
求
法
高
檜
傳
中
僧
名
不
明
の
十
名
、
不
塞
の
同

行
者
二
十
五
名
、
纏
業
等
の
同
行
者
約
三
百
名
が
あ
つ
た
と
言
ふ
。
随
つ
て
記

録
に
上
つ
て
居
る
爾
地
間
の
族
行
僧
は
、
約
七
百
名
弱
で
あ
る
。
然
る
に
、
記

録
洩
れ
の
者
も
多
か
つ
た
ら
う
こ

は
、
恒
河
下
流
、
迦
灘
彌
羅
、
華
氏
城
郊

外
等
に
漢
寺
と
い
ふ
施
設
が
存
し
た
と
い
ふ
事
實
に
依
つ
て
も
推
測
し
得
る
で

あ
ら
う
。
此
等
の
中
、
記
録
に
基
づ
き
(
略
圭
そ
の
足
跡
の
辿
り
得
る
者
は
、

調
査
の
結
果
約
六
十
名
が
あ
る
。
今
そ
の
名
を
列
墾
す
れ
ば
、

K
u
m
a
r
a
j
i
v
a

(鳩
摩
羅
什
)
、B
u
d
d
h
a
b
h
a
d
(

佛
駄
蹟
陀
羅
)
、僧
紹
、
D
h
a
r
m
a
r
a
k
s
a

(曇
無
識
)
、法
顯
、
寳
雲
、
智
嚴
、
智
猛
、
慧
叡
、

沮
渠
京
聲
、
D
h
a
m
a

v
i
k
r
a
m
a
 

(曇
無
蜴
)
、帖追
藥
、
法
献
、
甫趣生
、
宋
鞭云
、
J
n
a
n
a
g
u
p
t
a

堀
多
)
、
N
a
r
e
n
d
r
a
y
a
s
a

s
 (那
連
提
黎
耶
舎
、
隼
稽
)
、
D
h
a
r
m
a
g
u
p
t
a

(淫

摩
笈
多
)
、
P
r
a
b
h
a
k
a
r
a
m
i
t
r
a

(波
羅
頗
伽
羅
密
多
羅
、
光
智
)
、
P
q
n
yo
-

p
a
y
a
 
(布
如
烏
伐
耶
、
福
生
)
、李
無
詔

(A
m
a
y
a
?)、
Va
j
r
a
b
o
d
h
i
 

(蹟

日
羅
菩
提
、
金
剛
智
)
、A
m
o
g
h
a
v
a
j
r
a
 

(
阿
目
法
蹟
折
羅
、
不
空
)
、P
r
a
j
n
a

(般
刺
若
)
、玄
漢
、
玄
照
、
道
希
、
D
h
a
r
m
a
c
a
n
d
r
a
 

達
磨
職
浬
羅
、
法

月
)
、道
方
、
道
生
、
常
懲
、
M
a
t
i
s
i
n
m
h
a
 

(末
底
曾
詞
、
師
子
慧
)
、玄
會
、

僧
隆
、
明
遠
、
義
朗
、
智
岸
、
解
脱
天
、
窺
沖
、
信
冑
、
大
乗
燈
、
曇
潤
、
義

輝
、
慧
輪
、
道
琳
、
義
漂
、
慧
命
、
難
運
、
檜
哲
、
智
弘
、
無
行
、
法
振
、
慧

超
、
悟
塞
、
纏
業
、
J
n
a
n
a
a
b
h
a
d
r
a
 

(提
納
薄
陀
、
輝
賢
、
指
空
)
、智
光
、

P
a
n
d
i
t
t
a
s
a
m
b
h
a
v
a
s
r
i
 

(板
的
達
散
恰
暗
失
里
、
具
生
吉
群
)
、
b
s
o
d
n
a
m
s

中
國
印
度

間

の
佛
教
徒

の
交

通
路
 
(
幅

原
)
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中
國
印
度

聞

の
佛
教
徒

の
交
通
路
 
(
幅

原
)

げ
c
h
o
s
-
r
j
e
 

(
鎮
哺
嘆

結
、

福
徳
法

主
)
等

で
あ
る
。
彼
等

の
行
程

の
多
く
は
高

僧
傳

に
記
載
さ
れ

て
ゐ
る
。

又
詳

し

い
記
述

は
、
佛
教
徒

の
手
に
成
つ
た
族
行

記
、

印
ち
法
顯

の

『
歴
遊
天
竺
記
』

一
雀
、

玄
英

の

『
大

唐

西

域

記
』
十

二

雀
、

慧
立

の

『
大
慈

恩
寺
三
藏
法
師
傳
』
十
毬
、

彦
塚
箋
、
義
津

の

『
南

海
寄

麟
内
法
傳
』
四
巻
、
義
浮

の

『
大
・唐
西
行
求

法
高
檜
傳
』

二
雀
、

慧
超

の
、
敦

燵

石
室
獲
見

の
、
『
往

五
天
竺
國
傳
』

三
雀

の
残
巻
、
萢

成
文
の

『
呉
船
録
』
に

引
用
さ
る

」
纏
業

の

『
西
域
行
程
』

の

一
部
、

瞭
道
元

の

『
水
経
注
』
に
引

用

さ
る

襲
道
安

の

『
西
域
志
』

の

一
部
、

其
他
、

佛
教
僧
で
は

な

い
が
、
『
法
苑

珠
林
』
所
載

の
王
玄

策
の
著
し
た

『
中
天
竺
行
記
』
十
巻
の

一
部
が
あ
り
、
倫

又
唐

の
道
宣

の

『
羅
迦
方
志
』

二
巻
、

南
宋
志
磐
撰

『
佛

租
統
紀
』

五
十
四
巻

等

の
西
域
地
誌
に
出

て
ゐ
る
。
旅

行
記
、

地
誌
關
係

の
書

を
著

し
た
者

の
中
、

道
安

や
道
宣
等

の
如
く
、

直
接
實

地
踏
査
は
し
な

い
の
に
、
行
程

の
詳
細
な
記

述

の
あ
る

の
は
、
恐
ら
く
中
國
印
度
間
を
族
行
し
た
誰

か
に
聞
き
た

ゴ
し
、
或

は
諸
書
を
参
照
研
究
し

て
、
集
大
成
し
た
と

い
ふ
性
質

の
も

の
で
あ
ら
う
。
寳

雲

の

『
遊
履
外
國
傳
』
、
曇
景

の

『
外
國
傳
』
五
巻
、
智
猛

の

『
遊
行
外
國
傳
』

一
雀
、

曇
無
端

(
法
勇
)

の

『
歴
國
傳
記
』
、
道
普

の

『
遊
履
異
域
傳
』
、
法
盛

の

『
歴
國
傳
』
、
道
藥

の

『
道
藥

傳
』

一
巻
、

恵
生

の

『
恵
生
行
傳

』

一
雀
、

宋
雲

の

『
家
記
』

一
巻

(
以
上

の

三
書

は

『
洛
陽
伽
藍
記
』

に

一
部
引
用
)
、

無
行

の

『
史
天
附
書

』
等

の
書
も
、

嘗
て
存

在
し
た
が
、
現
在
は
散
逸
し
て
し

ま

つ
て
ゐ
る
。

凡
そ
交
通
路
に
就

い
て
其

の
開
始

時
期
を
確
定
す

る
こ

と

は

困
難

で
あ

る

が
、

我

々
は
今

一
般

に
入

の
通
行

し
た
記
録
あ

る
も

の
に
就

い
て
研
究
す
べ
き

で
あ

る
。
此
れ
は
諸

國
が
鼎
立
し
、

國
交

に
攣
化
を
來
す
等

の
時
代

の
状
況

に

依

つ
て
、
通
寒
あ

る
こ
と
は
亦
止
む

を
得
な

い
。
道
宣

(
五
九
六
-

六
六
七
)

の

『
羅
迦
方
志
』

に
は
、

西
域

の
交
通
路

と
し
て
、
東
道
、

北
道
、

申
道

の
三

を
勲

へ
、
又

『
新
唐
書
』
地
里
志
に
費
耽

(
七
三
〇
-

八
○

七
)
は
中
國

か
ら

邊
彊
や
外
國
に
至
る
七
道
を
示
し
、
其
中
第

五
は
安
西
入
西
域
道
、
第

六
は
安

南

通
天
竺
道
、

第

七
は
廣
州
通
海
夷
道
を
掲
け

た
。
我

々
の
調
査

に
從

へ
ば
、

海
陸
合
し

て
大
約
六

の
交
通
路

が
あ
る
。

第

一
は
天
山
北
路
で
、
も
と
新
彊
省
舞
城

か
ら
出

て
 
l
s
s
y
k
 

K
u
l
 
(
o
r

l
s
s
i
q
 

K
o
l
 伊
斯
色
克
庫
爾
)

に
出

で
、
S
a
m
a
r
k
a
n
o
 

(
撒

馬

孕
)
を

経
、

A
f
g
h
a
n

(
阿
富
汗
)

に
入
る
路
を
い
ふ
。

し
か
も
玄
漢
は
長
安
を
出
獲

し
、

先
づ
武

威

・
張
抜

・
酒
泉
等

の
河
西

の
廻
廊

地
帯
を
通
り
、

北
方
に
向

ひ
伊
吾

(
今

の
陰
密
h
a
m
i
,
 
Q
o
m
u
l

)
、
焉
誉
、

輻
戴

(
今

の
庫
車
)
を
輕

て
、
所

謂
天
山
北
路
を
通
り
、

撒
馬
隼
、

阿
富

汗
を
通

過
し
て
入
竺

し
た
。
玄
漢

猫
り

能
く
此

の
迂
同
路
を
取
つ
た
理
由
は
、

其

の
入
竺
當
時
突
蕨
T
u
r
k
u
t
が
暴

威
を
逞
し
う
し
た

の
で
、
そ
れ
を
避
け
る
爲
と
考

へ
ら

れ
る
。

今
年
松

田
壽
男

氏
が

『
古
代
天
山

の
歴
史
地
理
學
的
研
究
』

を
刊
行

さ
れ
る

の
で
、
此
方
面
が

明
了
に
な
る

こ
と
と
期
待
し

て
ゐ
る
。

第

二
は
西
域
渇
藥
陀

K
a
l
a
-
p
a
n
j
a
 
o
r
 
k
a
l
a
-
p
a
n
d
j

を
通
る
道
で
あ

る
。

此
地
は
現
今

の
支
那
 
T
a
r
k
i
s
t
a
n

の
西
南
隅

に

あ

た

る
Y
a
r
k
a
n
d
 
(
葉
爾

莞
)
河

上
流

の

S
a
r
i
k
o
l

難
谷
、
T
a
s
h
k
u
r
g
a
n

(
塔
什
震
爾

箪
)
を

中
心

と
す
る
地
方
に
相
當
し
、

西
域
南
道

の
要
地
で
、
葱
嶺

の
南
を
越

へ
て
、

堵
W
a
k
h
a
n
難
谷
に
出
で
、
西
北
印
度
や
T
u
k
h
a
r
i
s
t
a
n

に
向

ふ
要
騨

で
あ

る
。

之
を
、

疏
勒

K
a
s
h
g
a
r
 
o
r
 
k
a
s
h
k
a
r
 

渉
車

(
G
a
h
j
a
g
?
今

の
Y
a
r

K
a
n
d)
、
子
合

(S
a
r
u
g
h
-
C
h
u
p
a
n
 
o
r
 
S
a
r
i
k
-
C
h
a
u
p
a
n
.

今

の
Y
a
r
k
a
n
d

地
方

で
、
渉
車

の
南
。

ア

ス
ガ

ン
サ

ル
流
域
)

を
夫

々
通
過
す
る
も

の
に
細
分

出
來
る
。
宋

雲

・
恵
生
等

の
入
竺

の
往

路
も

蹄
還

路
も
瞼
彌
國

(
疏
勒
)

を
通

過
、

古
く
曇
無
端
も
魑
戴
よ
り
沙
勒

(疏
勒
)

に
入
り
、

葱
嶺
雪
山
を
越

へ
、

後
世
悟
昼
も
往

還
共

に
ご

」
を
通

つ
た
。
玄
漢

の
印
度
よ
り

の
蹄
還
路
は
渉
庫
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を
通

つ
た
。

又
法
顯

の
往
路
は
子
合
を
通

つ
た
。

此
地
域
を
通
る
交
通
路
が
古

來
最
も
よ
く
用

ひ
ら
れ
た

の
は
、
他

の
通
路
に
比
し
、

多
く

の
佛
教
國
を
経
る

便
盆
と
樂
し
さ
が
有

つ
た
爲

で
あ
ら
う
。

第
五
世
紀

に
は
通
行
者
多
く
、

交
通

の
圭
線
を
な
し
た

の
に
、
第
七
世
紀
は
海
路
利

用
者

が
多

か
つ
た
。

第

三
は
干
關
、

尉
賓
間

の
近
路

で

あ

る
。
即
ち
 
L
a
d
a
k
 

(
拉
逡
克
)

よ
り

葱
嶺
を
わ
た

つ
て
、
迦
灘
彌
羅
に
至
る
捷
径
路

で

あ

る
。

『
出
三
藏
記
集
』
智

し

猛
傳

に
、
干
聞

よ
り
西
南
方
に

二
千
里

で
葱
嶺
に
登
り
、
次

い
で
千
七
百
里

で

波
倫
國

へ
、
又
南
方
千
里
で
尉
賓
國

に
至
る
と

い
ふ
。
此

の
波
倫

國
は
北
印
度

K
a
s
h
m
i
r
州

B
a
l
t
i
s
t
a
n

地
方
に
七

・
八
世
紀
頃
存

し

た

勃
律
國
、

『
西
域

記
』

の
鉢
露
羅

國
、

『魏
書
』

の
波
路
國
、

『
迦
旛
延
読
法
没
蓋
偶
経
』

の
擾
羅

に
相
當
し
よ
う
。

便
利
な
通
路

で
あ
る
が
、

求
法
僧

が
飴
り
通

ら
な

い
。
.僧
紹

や
寳

雲
は
此

の
路
を
辿

つ
た
。

第

四
は
吐
蕃
 
t
i
b
e
t
か
ら
尼
波
羅
N
e
p
a
lに
通
ず

る
路

で
あ
る
。

玄
照
は

入
竺
後
、

掠
伽
河

の
北
よ
り
信
者
寺
を
経
て
尼
波
羅

國

へ
、
そ
こ
か
ら
吐
蕃
に

出

て
洛
陽
に
還

つ
た
。
此

の
通
路
が
初
唐

に
通

じ
た
の
は
、
文
成
公
圭

の
保
護

に
依

つ
た
。
道
生
、

師
子
慧
、

玄
會
等
も
亦
印
度

の
還
り
路
、

こ

を
通
る
時

死
亡
し
た
。
後
世
、

纏
業
は

(『
呉

船
録
』
参
照
)
印
度

よ
り

還

る

に
、
華

氏

城

P
a
t
n
a
、
恒
河
、

毘
耶
離
城
、

多
羅
聚
落
、

泥
波
羅
國

K
a
t
m
a
n
d
、摩

楡
果
M
a
t
a
n
g
聚
落
、

雪
山
、

西
藏
、

三
耶
寺

(
拉
薩
東
南
)
を
経
た
。

恐

ら
く
其
次

の
順
路
は
青
海
を
縦
噺

し
な

い
で
、
拉
薩
、

察
木
多
、
甘
孜
、
道

孚
、

松
藩
、

階

州

(
武
都
)

を
経

て
、
長
安
に
到
達
し
た
も

の
と
考

へ
ら
れ
る
。

此

に
關

し
て
は

『
支

那
佛
教
史
學
』
三

の

一
に
足
立
喜
六
氏

の
論
文
が
あ
る
。

第

五
は
雲
南
を
経
、

緬
旬
を
過
ぎ
る
所
謂
演
緬
路

で
あ
る
。

『
求
法
高
檜
傳
』

に
記
す
如
く
、
唐
檜

二
十
人
計
り
は
此
路
を
辿

つ
た
。

此
れ
は
蜀
川
、

韓
輌
道

.凶
り
國
外

に
出
る
も

の
、
印
ち
雲
南

よ
り
緬

旬
を
経
印
度
に
入
る
も

の
で
、
昔

張
驚
が
開
通

に
失
敗
し
た
も

の
で
あ
る

此
れ
は
東
品日
時

代
に
開
遙
し

た

一
遮

路

で
あ
る
。

慧
叡
傳
に
依
れ
ば
、
慧
叡
も
蜀

の
西
界
か
ら
南

天
竺
に
至

つ
た
と

い
ふ
。
『
新
唐
書
』
地
里
志

の
安
南

通
天
竺
道

の
読
明
は
、

安
南

即

ち

今

の
河

内

の
境
よ
り

八
卒
城
、

曲
江

(
創
南

の
地
)
、
習
寧
騨

(
戎
州

の
地
)
、
柘
東
城

(
昆
明
)
、
羊

萱

城

(
大

理
)
、
永
昌
故
城
、

怒
江
、
諸
葛
亮
城

に
至
り
、

そ

こ
か
ら

二
道
が
分
岐
す
る
。

第

一
は
西
南

路
で
、
樂
城
、

悉
利
城
、

騨
國

B
q

r
m
a
、里
山

(
A
r
a
k
a
n
山
脈
)
を
経

て
東
天
竺

の
迦
摩
波

(
K
a
m
a
r
u
p
a
,
 

今

の
 
A
s
s
a
m
)
國
に
至
る
。

第

二
は
西
路

で
、
騰
充

城

(
騰
越
)
、
彌
城
、

麗
水

城
、

安
西
城
、

彌
諾
江
水
、

大
奏
波
羅
門
國
を
経
て
東

天
竺
北
界

の
箇
没
盧
同

K
a
m
a
r
u
p
a
に
至
る
。
前
記
唐
檜

二
十
名
は
長
安

を

襲

し
、
武
都
、

成
都
附

近
を
通
り
、

此

の
地
里
志

か
ら
推
測

さ
れ
る
如
く
、

昆
明
、
大

理
を
経
、

多
分

入
莫

附
近
か
ら
緬
旬

に
、

そ
れ

か
ら
入
竺

し

た

で

あ

ら

う
。

提

納
薄
陀

(
指

空
)

は
、
印
度

を
稜

し
、

禰
伽
羅
國
、

雪
山
、

西
蕃
境
、

西
蕃
摩
提
耶
城
、

班

特
達

頃
巷

仙
凶雷
、

伽
軍
、

蝦
城
、

大
毒
河
、
羅
羅
斯

地
界
、

金
沙
河
關
、

雲
南

城
、

大
理
國
、

安
寧
州
、

更
に
中
慶
路
を
経
て
貴
州
尤
帥
府
、

鎭
遠
府
、

次

い

で
常
徳
路
を
通
り
、

洞
庭
湖
、

盧
山
、

楊
州
、
櫟

京

(
河
北
)
に
至

つ
て
ゐ
る
。

第
六
は
海
路

で
、
此
れ
は
中
國
に
佛
教
が
入

つ
て
か
ら
、

始
終
を
通
じ

て
多

く
用
ひ
ら

れ
た
。
之

に
は
、

廣
州
よ
り
出
襲
す

る
例

が
最
も
多
く
、
義

浮
、

不

塞
等

は
往
復
共
此
路

に
依

つ
た
。

殊
に

唐
代
諸
檜

中
大
部
分

が

此
路

を

坂

つ

た
。
前
掲

の
地
里

志
に

「
廣
州
通
海
夷
道
」
が
あ
り
、

こ
れ
で
寄
港
地
が
到
る

が
、
今
は
省
略
す
る
。

安
南
よ
り
出
稜
す

る
例
も
あ

つ
て
、
明
遠

の
往

路
、
畳

賢

が
中
國

に
來

た
時

の
通
路
は

こ
れ
で
あ

る
。
更

に
又
青
島
か
ら
出
.襲
す
る
も

の
が
あ
り
、

道
普

の
二
同
目

の
出
獲
は
之

に
從

つ
た
。

又
、

法
顯
は
印
度

よ
り

こ
の
海
路
に
よ

つ
ぞ

還

つ
た
。

以
上
佛
教

徒
が
古
來
辿

つ
た
通
路
六
に

つ
い
て

概
襯

し
た
が
、

地
圖
を
載

せ
得
な

か
つ
た
の
は
残
念

で
あ
る
。

中
國
印
度

間

の
佛
教
徒

の
交
通
路

(
幅

原
)
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